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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１次側に入力された交流電圧を昇圧または降圧して２次側に出力するインバータトラン
スにおいて、
　１次巻線と２次巻線とが同軸上に分離して巻回されるコイルボビンと、
　少なくとも一方のコアが、上記コイルボビンの個数と少なくとも同数のコア足を有する
一対のコアと、を有し、
　上記コア足が複数の上記コイルボビンのそれぞれの内側に挿入される形で、上記一対の
コアが突き合わされ、上記突き合わされた一対のコアは、上記複数のコイルボビンを結ぶ
閉磁路を形成し、
　上記２次巻線を上記コイルボビンの軸方向に分割して巻回するための複数の鍔は、上記
コイルボビンの外面から突出し、且つ、上記コイルボビンの軸方向に沿って並ぶように設
けられていて、
　上記複数の鍔には、上記コイルボビンに巻回された上記２次巻線の端末を上記コイルボ
ビンに設けられた端子に導くための切り欠きが設けられていて、
　上記複数の鍔のうち最も１次巻線側に位置する上記鍔に設けられる上記切り欠きは、上
記他の鍔に設けられる上記切り欠きよりも深く切り欠かれている、
　ことを特徴とするインバータトランス。
【請求項２】
　前記コイルボビンのそれぞれは、当該コイルボビンに巻回される前記１次巻線および前
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記２次巻線の軸線方向と互いに平行となるような位置でトランスを構成することを特徴と
する請求項１記載のインバータトランス。
【請求項３】
　前記複数のコイルボビンのうち、隣り合う２つの前記コイルボビンの間には、当該２つ
のコイルボビンに巻回された前記１次巻線および前記２次巻線の軸線と互いに平行となる
ように中間ボビンが配置され、当該中間ボビンの内側には前記一対のコア足が挿入されて
いることを特徴とする請求項２記載のインバータトランス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示パネルにおけるバックライト用放電灯の点灯回路に用いられるイン
バータトランスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶テレビやパーソナルコンピュータ等の液晶モニタを備える各種電気機器にお
いては、価格競争が進んでおり、液晶モニタに組み込まれるインバータトランス等の電子
部品においてもコストの低減や部品点数の削減が求められている。その要望に応えるため
、１入力２出力のインバータトランスが採用されている。このようなインバータトランス
としては、例えば、特許文献１に開示されているものが存在する。
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２６７１５６号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示されるインバータトランスは、１次巻線が巻回された１次巻線用コイ
ルボビンの内側に２つの棒状磁芯を挿通させ、当該２つの棒状磁芯のそれぞれに２次巻線
が巻回されている。このような構成により、１次巻線に印加された高周波電圧を昇圧し、
２次巻線に接続された２つの放電ランプに印加して、それらを点灯させている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示されているインバータトランスは、開磁路構造のトラ
ンスとなっているため、１次巻線と２次巻線の電磁結合によって発生した磁束の一部がイ
ンバータトランスの外部に漏れる。そのため、外部に漏れた磁束によって液晶モニタにノ
イズが発生するという問題がある。
【０００６】
　本発明は上記の事情にもとづきなされたもので、その目的とするところは、外部への磁
束の漏れを防止できるインバータトランスを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　　上記課題を解決するために、本発明は、１次側に入力された交流電圧を昇圧または降
圧して２次側に出力するインバータトランスにおいて、１次巻線と２次巻線とが同軸上に
分離して巻回されるコイルボビンと、少なくとも一方のコアが、コイルボビンの個数と少
なくとも同数のコア足を有する一対のコアと、を有し、コア足が複数のコイルボビンのそ
れぞれの内側に挿入される形で、一対のコアが突き合わされ、突き合わされた一対のコア
は、複数のコイルボビンを結ぶ閉磁路を形成しているものである。このように構成した場
合には、１次巻線と２次巻線が巻回されたコイルボビンにコア足を挿入させて一対のコア
を突き合わすことにより、各コイルボビンを結ぶ閉磁路が形成されている。このため、１
次巻線と２次巻線により発生した磁束は上記閉磁路内に磁路を形成することとなり、イン
バータトランスから外部に磁束が漏れることが防止される。したがって、当該インバータ
トランスが組み込まれた液晶ディスプレイ等の各種電気機器に、ノイズや渦電流が発生す
るのを防止することが可能となる。
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　また、２次巻線をコイルボビンの軸方向に分割して巻回するための鍔は、コイルボビン
の外面から突出し、且つ、コイルボビンの軸方向に沿って並ぶように設けられている。こ
のように構成した場合には、巻き始めから巻き終わりにかけて、分割された領域内に順次
２次巻線を巻回することができる。したがって、２次巻線をコイルボビンに往復させて巻
回する必要がなくなり、電位差が最も大きくなる巻き始めの巻線の端末と巻き終わりの巻
線の端末とが接触することを防止できる。このため、巻線の端末同士が絶縁破壊を引き起
こし、その結果、当該端末同士がショートすることを防止できる。
　さらに、鍔には、コイルボビンに巻回された２次巻線の端末をコイルボビンに設けられ
た端子に導くための切り欠きが設けられている。このような構成により、２次巻線の端末
に大きなテンションをかけることなく、当該端末を端子に絡げることが可能となる。その
ため、巻線の端末が断線するのを防止できる。
　さらに、複数の鍔のうち最も１次巻線側に位置する鍔に設けられる切り欠きは、他の鍔
に設けられる切り欠きよりも深く切り欠かれている。このように構成した場合には、２次
巻線の端末に大きなテンションをかけることなく、当該端末をコイルボビンに設けられた
端子に絡げることが可能となる。そのため、２次巻線の端末が断線するのを防止できる。
【０００８】
　また、他の発明は、上述の発明に加えて更に、コイルボビンのそれぞれは、当該コイル
ボビンに巻回される１次巻線および２次巻線の軸線方向と互いに平行となるような位置で
トランスを構成するものである。このように構成した場合には、１次巻線に入力される電
圧を２次巻線側に昇圧または降圧させて安定した出力を得ることが可能となる。また、上
述の発明に加えて更に、複数のコイルボビンのうち、隣り合う２つのコイルボビンの間に
は、当該２つのコイルボビンに巻回された１次巻線および２次巻線の軸線と互いに平行と
なるように中間ボビンが配置され、当該中間ボビンの内側には一対のコア足が挿入されて
いる。このように構成した場合には、コア足を囲むように中間ボビンが配置されるため、
該中間ボビンの内側に挿入された一対のコア足の間にギャップを形成させてリーケージ式
のインバータトランスとした場合でも、ギャップから漏れる磁束を中間ボビンによってシ
ールドすることが可能となる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によると、インバータトランスの外側へ磁束が漏れるのを防止することができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施の形態に係るインバータトランス１０について、図１から図９に
基づいて説明する。図１は、本発明の一実施の形態に係るインバータトランス１０の斜視
図であり、基板に実装されない面を上方にした状態を示す図である。また、図２は、図１
のインバータトランス１０の平面図である。図３は、図１のインバータトランス１０を基
板に実装される面から見た斜視図である。また、図４は、図１のインバータトランス１０
の底面図である。図５は、図１のインバータトランス１０の右側面図である。図６は、図
１のインバータトランス１０の背面図である。また、図７は、図１中のインバータトラン
ス１０において用いられるコイルボビン１２ａを右側から見た斜視図である。図８は、図
１中のインバータトランス１０において用いられるコイルボビン１２ａを左側から見た斜
視図である。また、図９は、図１中のインバータトランス１０において用いられる中間ボ
ビン１６を右側から見た斜視図である。なお、以下の図中において、一端側とは１次巻線
が配置されている方向を指し、他端側とは、２次巻線が配置されている方向を指すものと
する。また、図９において、一端側とは左斜め下方を指し、他端側とは右斜め上方を指す
ものとする。また、図１，図３，図７，図９において、左側とは左斜め上方を指し、右側
とは右斜め下方を指すものとする。また、図８において、左側とは左斜め下方を指し、右
側とは右斜め上方を指すものとする。以下の説明において、１次巻線および２次巻線の図
示は省略しているが、図１～図６において１次巻線および２次巻線は各コイルボビン１２
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ａ，１２ｂにそれぞれ巻回されているものとする。
【００１４】
　インバータトランス１０は、図１に示すように、２つのコイルボビン１２ａ，１２ｂと
、コイルボビン１２ａ，１２ｂのそれぞれに巻回される不図示の１次巻線および２次巻線
と、コイルボビン１２ａ，１２ｂの間に配置される中間ボビン１６と、不図示の１次巻線
および２次巻線により発生する磁束に対して磁路を形成するコア部材２４とから主に構成
されている。
【００１５】
　図７および図８に示すように、コイルボビン１２は、断面が正方形となる筒状をした筒
状部１２ｃと当該筒状部１２ｃの両端に設けられた翼部１３ａ，１３ｂとから構成されて
いる。筒状部１２ｃは、断面が正方形となる四角柱の中心に、断面形状が略正方形となる
孔１２ｄを有する筒状部材となっている。筒状部１２ａの両端には筒状部１２ｃの４つの
外壁面１２ｅの全面から外方に向かって突出する、外形が長方形となる鍔部１２ｆ，１２
ｇが形成されている。鍔部１２ｆ，１２ｇは共に、図７における左右方向および上方向に
は、等しい長さとなるように突出しており、下方向には他の３方向と比較して長い長さと
なるように突出している（以下、鍔部１２ｆ，１２ｇにおいて、下方向への突出する部分
を下方部という。）。このように形成されることで、鍔部１２ｆ，１２ｇの外形は長方形
となっている。
【００１６】
　また、筒状部１２ｃの中央よりやや一端側の外壁面１２ｅには、鍔部１２ｆと同様の形
状をした分割鍔１２ｈが形成されている。分割鍔１２ｈが形成されることにより、筒状部
１２ｃの外壁面１２ｅは、不図示の１次巻線が巻回される１次側巻回部１２ｊと不図示の
２次巻線が巻回される２次側巻回部１２ｋとに分割されている。そして、図７において、
２次側巻回部１２ｋの上方の面となる上側面１２ｍには、左右方向に沿って形成された５
つの巻回鍔１２ｎが、長手方向に並ぶように設けられている。また、２次側巻回部１２ｋ
において各巻回鍔１２ｎが形成されている位置の右側面１２ｐから下側面１２ｑを通過し
左側面１２ｒに亘ってＵ字形状をした巻回鍔１２ｓが、長手方向に５つ並ぶように設けら
れている。各巻回鍔１２ｓにおいて左側面１２ｒおよび右側面１２ｐに形成されている部
分でありＵ字の２つの上端に相当する上端部１２ｔは、上面１２ｍよりやや上方に位置す
るように形成されている。また、各巻回鍔１２ｓにおける２つの上端部１２ｔの内側には
、当該上端部１２ｔから下方に向かう切り欠きがそれぞれ形成されており、当該切り欠き
は、巻回鍔１２ｓと右側面１２ｐおよび左側面１２ｒとの間に溝部１２ｕを形成している
。さらに、各巻回鍔１２ｓにおけるＵ字の２つの角部にはそれぞれ切欠部１２ｖが形成さ
れている。そして、当該切欠部１２ｖのうち最も一端側に形成されている一端側切欠部１
２ｗは、他の切欠部１２ｖと比較して上方の位置まで切り欠かれている。
【００１７】
　鍔部１２ｆ，１２ｇのそれぞれからは、一端側および他端側に向かって突出する翼部１
３ａ，１３ｂが形成されている。翼部１３ａは、鍔部１２ｆにおける下方部から一端側に
突出するように設けられている。そして、当該翼部１３ａは、図７における左右両方向に
、鍔部１２ｆよりも幅が広くなるように形成されている。さらに、翼部１３ａは、略直方
体の形状をしており、当該直方体の長手方向が、図７における左右方向と一致するように
鍔部１２ｆの一端側に設けられている。また、翼部１３ａは、その上端面１３ｃが、孔１
２ｄを形成する４つの内壁面のうちの１つの内壁面１２ｅと同一平面となるように形成さ
れている。すなわち、翼部１３ａは、鍔部１２ｆの一端側かつ内壁面１２ｅより外方とな
る部分に形成されている。また、翼部１３ａの一端には、上端面１３ｃから、図７におい
て下方に向かって切り込んだ４つの端子溝１３ｆが形成されている。当該端子溝１３ｆは
、翼部１３ａの長手方向に向かって等間隔に設けられている。また、翼部１３ａの下端面
１３ｇには、３つの案内溝１３ｈが設けられている。当該案内溝１３ｈは、翼部１３ａの
長手方向において隣接する端子溝１３ｆの間となる位置に、翼部１３ａの下端面１３ｇか
ら上方に向かって形成されている。なお、案内溝１３ｈのそれぞれは、図４において示さ
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れる、鍔部１２ｆにおける下方部の他端側の面から一端側下方に向かって形成された溝部
１２ｉと繋がっている。このため、案内溝１３ｈと溝部１２ｉとにより、翼部１３ａから
鍔部１２ｆの下方部に渡ったへの字形状をした溝を形成している。
【００１８】
　一方、翼部１３ｂも、鍔部１２ｇにおける下方部から他端側に突出するように設けられ
ている。また、図７および図８に示すように、当該翼部１３ｂは、図８における左方向に
のみ、鍔部１２ｇよりも幅が広くなるように形成されている。さらに、翼部１３ｂの形状
は、略直方体をしており、当該直方体の長手方向が、図８における左右方向と一致するよ
うに鍔部１２ｇの他端側に隣接するように設けられている。また、翼部１３ｂは、翼部１
３ａと同様に、その上端面１３ｊが、孔１２ｄを形成する４つの内壁面のうちの１つの内
壁面１２ｅと同一平面となるように形成されている。すなわち、翼部１３ｂは、鍔部１２
ｇの他端側かつ内壁面１２ｅより外方となる部分に形成されている。また、図６に示すよ
うに、鍔部１３ｂの他端には、その上端面１３ｊから、図６において下方に向かう２つの
端子溝部１３ｋが形成されている。当該端子溝部１３ｋは、上端面１３ｊから垂直下方に
向かって一定の深さまで等しい幅に形成される広幅部１３ｍと、その後、両側から斜めに
窄まるように形成される窄み部１３ｎと、さらに窄み部１３ｎから垂直下方に向かって等
しい幅に形成される狭幅部１３ｐとからなっている。また、図７に示すように、翼部１３
ｂの右側下方には長手方向に切り欠かれた切欠部１３ｑが形成されている。さらに、翼部
１３ｂの右側に側面には、長手方向に沿うように当該側面から右側に突出する鍔１３ｒが
形成されている。図８における翼部１３ｂの左側下方には、下端面１３ｔから上方に向か
って溝部１３ｕが形成されている。当該溝部１３ｕは、鍔部１２ｇにおける下方部の一端
側の面と繋がっており、当該下方部の一端側の面には、溝部１３ｕに向かう方向、すなわ
ち他端側下方に向かって切り欠かれたテーパ部１３ｖが形成されている。
【００１９】
　コイルボビン１２ｂは、コイルボビン１２ａと左右が対称となるように形成さている。
したがって、コイルボビン１２ｂの翼部１３ａは、コイルボビン１２ａの場合と同様に、
鍔部１２ｆの一端側に設けられている。一方、翼部１３ｂは、コイルボビン１２ａに設け
られた翼部１３ｂと左右対称の形状となるように鍔部１２ｇの他端側に設けられている。
すなわち、コイルボビン１２ｂにおける翼部１３ｂは、鍔部１２ｇに対して右側の幅が広
くなるように設けられている。
【００２０】
　中間ボビン１６は、図９に示すように、断面が長方形となる筒状をした筒状部１７と当
該筒状部１７の他端に設けられた翼部１８とから構成されている。筒状部１７は、断面が
長方形となる四角柱の中心に、断面形状が長方形となる孔１７ａを有する筒状部材となっ
ている。筒状部１７の両端には筒状部１７の４つの外壁面１７ｂの全面から外方に向かっ
て外形が長方形形状となる鍔部１７ｃ，１７ｄが設けられている。鍔部１７ｃは、図９に
おける左右方向および上方向には、等しい長さとなるように形成されており、下方向には
他の３方向と比較して長い長さとなるように形成されている（以下、鍔部１７ｃにおいて
下方向に形成されている部分を下方部という。）。また、鍔部１７ｄは、左右方向には、
等しい長さとなるように突出しているが、上方向には、左右方向に比べてやや短い長さと
なるように突出している。また、下方向には、鍔部１７ｃと同様に、他の３方向と比較し
て長い長さとなるように突出している（以下、鍔部１７ｄにおいて下方向に突出している
部分を下方部という。）。このような長さに形成されることで、鍔部１７ｃ，１７ｄの外
形は長方形となっている。
【００２１】
　また、筒状部１７の中央よりやや一端側の外壁面１７ｂには、鍔部１７ｃと同様の形状
をした分割鍔１７ｅが形成されている。分割鍔１７ｅが形成されることにより、筒状部１
７の外壁面１７ｂは、１次側領域１７ｆと２次側領域１７ｇとに分割されている。
【００２２】
　翼部１８は、鍔部１７ｄにおける下方部から他端側に突出するように設けられている。
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図９に示すように、当該翼部１８の幅は、鍔部１７ｄの幅と等しくなっている。翼部１８
は、略直方体をしており、当該略直方体の長手方向が、中間ボビン１６の長手方向と一致
するように鍔部１７ｄの他端側に隣接するように設けられている。また、翼部１８は、そ
の上端面１８ａが、孔１７ａを形成する４つの内壁面のうちの１つの内壁面１７ｇと同一
平面となるように形成されている。すなわち、翼部１８は、鍔部１７ｄの他端側かつ内壁
面１７ｇより外方となる部分に形成されている。また、翼部１８の左右の両側面には、同
じ高さとなる位置に長手方向に沿って切り欠かれた長手切欠部１８ｂが形成されている。
【００２３】
　コア部材２４は、一対のコア２４ａ，２４ｂとから構成されている。コア２４ａは、断
面が略正方形の棒状のコアとなる棒コア部２４ｃの両端から棒コア部２４ｃに対して垂直
方向に２つの端コア部２４ｄ，２４ｅが対向するように延出し、さらに、棒コア部２４ｃ
において２つの端コア部２４ｄ，２４ｅの内側からは、端コア部２４ｄ，２４ｅと同方向
に３つのコア足部２４ｆ，２４ｇ，２４ｈが延出している。端コア部２４ｄ，２４ｅは、
それぞれ同じ長さとなっており、その断面形状は共に略長方形となっている。当該コア足
部２４ｆ，２４ｇ，２４ｈは、端コア部２４ｄから端コア部２４ｅに向かって、コア足部
２４ｆ，２４ｈ，２４ｇの順に設けられており、当該コア足部２４ｆ，２４ｇ，２４ｈの
長さは、端コア部２４ｄ，２４ｅと同じ長さとなっている。コア２４ｂは、コア２４ａと
同一の形状となっている。そのため、コア２４ｂをコア２４ａと互いに表裏を逆にした状
態では、一対のコア２４ａ，２４ｂとなる。当該逆の状態でコア２４ａとコア２４ｂを突
き合わせることによりコア部材２４が形成される。コア部材２４は、フェライトにより形
成されているが、例えば、パーマロイ、センダスト、鉄カルボニル等の他の磁性材を用い
ても良い。
【００２４】
　インバータトランス１０では、図１および図３に示すように、コイルボビン１２ａ，１
２ｂの翼部１３ａ，１３ａのそれぞれに４つずつ設けられた合計８つの端子溝１３ｆには
、端子溝１３ｆの底面から下端面１３ｇを貫通するように端子孔１４ａが設けられている
。そして、端子溝１３ｆから端子孔１４ａにＬ字型をした端子３１のＬ字の一方が差し込
まれている。当該端子３１が端子孔１４ａに差し込まれた状態では、翼部１３ａの一端側
および実装面側に向かって端子３１が突出している。また、コイルボビン１２ａ，１２ｂ
における翼部１３ｂ，１３ｂのそれぞれに２つずつ設けられた合計４つの端子溝部１３ｋ
における狭幅部１３ｐには、当該端子溝部１３ｋの底面から翼部１３ｂの下端面を貫通す
るように端子孔１４ｂが設けられている。そして、端子溝部１３ｋから端子孔１４ｂにＬ
字型をした端子３２のＬ字の一方が差し込まれている。当該端子３２が端子孔１４ａに差
し込まれた状態では、翼部１３ｂの他端側および実装面側に向かって端子３２が突出して
いる。
【００２５】
　コイルボビン１２ａ，１２ｂのそれぞれには、不図示の１次巻線（以下、単に１次巻線
という。）および不図示の２次巻線（以下、単に２次巻線という。）が巻回されている。
インバータトランス１０は、昇圧トランスとして機能するため、２次巻線の巻回数は、１
次巻線の巻回数より多い。上述したように、コイルボビン１２ａ，１２ｂのそれぞれの１
次側巻回部１２ｊには、１次巻線が巻回されている。当該１次巻線の２つの端末は、それ
ぞれ実装基板に形成されている回路に応じて、各ボビン１２ａ，１２ｂに差し込まれた４
つの端子３１のうちの２つの一端側に突出した部分に絡げられている。当該２つの端末は
、鍔部１２ｆ、翼部１３ａに形成された溝部１２ｉ、案内溝１３ｈを通って、１次側巻回
部１２ｊから端子３１に導かれている。また、インバータトランス１０は、１入力２出力
のトランスとなっているため、コイルボビン１２ａ，１２ｂに巻回されているそれぞれの
１次巻線に入力される駆動電圧は同じ電圧となっている。
【００２６】
　また、コイルボビン１２ａ，１２ｂのそれぞれの２次側巻回部１２ｋには、２次巻線が
巻回されている。当該２次巻線は、２次側巻回部１２ｋにおいて巻回鍔１２ｎ，１２ｓに
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よって分割された領域（以下、分割領域という。）に他端側から一端側に向かって順番に
巻回されており、分割領域の最も一端側に近い部分に巻回された２次巻線の端末は、例え
ば、図７において右側に形成された一端側切欠部１２ｗ、切欠部１２ｖ、切欠部１３ｑへ
と導かれた後、端子３２の一方の他端側に突出した部分に絡げられる。この場合、他方の
２次巻線の端末は、分割領域の最も他端側に近い部分からテーパ部１３ｖおよび溝部１３
ｕによって端子３２の他方に導かれ、当該端子３２の他方の他端側に突出した部分に絡げ
られる。しかしながら、これ限ることなく、同相、逆相（入力電圧と出力電圧の位相差が
０°と１８０°）とするために、２次巻線の巻き始めと巻き終わりの端子を上記の場合と
逆にして、一方の端末を端子３２の他方から切欠部１３ｑを通って、分割領域の最も他端
側に近い部分に導き、２次巻線を２次側巻回部１２ｋに逆向きに巻回し、他方の端末を、
分割領域の最も一端側に近い部分から、図７において左側に形成された一端側切欠部１２
ｗ、切欠部１２ｖ、溝部１３ｕを通って、端子３２の他方に導くようにしても良い。また
、分割領域に２次巻線を巻回させた後、当該２次巻線を溝部１２ｖに通すことで、２次巻
線を当該分割領域と隣接する分割領域に移動させている。なお、本実施の形態では、出力
電圧は１６００～２０００Ｖとされ、各分割領域間における最大電圧は３３３Ｖとされて
いる。しかし、出力電圧および各分割領域間における最大電圧はこれらの値に限定される
ものではない。
【００２７】
　インバータトランス１０では、１次巻線と２次巻線が巻回されたコイルボビン１２ａ，
１２ｂによって中間ボビン１６が狭持されている。この際、コイルボビン１２ａ，１２ｂ
の翼部１３ｂに形成された鍔１３ｒのそれぞれを、中間ボビン１６の翼部１８の両側面に
形成された長手切欠部１８ｂに嵌め込むことによって、コイルボビン１２ａ，１２ｂと中
間ボビン１６とを固定している（以下、コイルボビン１２ａ，１２ｂによって中間ボビン
１６を狭持したものを、ボビン体３５という。）。
【００２８】
　ボビン体３５の周りには、ボビン体３５に対して、磁路を形成するようにコア部材２４
が配置されている。コア部材２４は、コア２４ａのコア足部２４ｆ，２４ｈ，２４ｇのそ
れぞれをコイルボビン１２ａの孔１２ｄ、中間ボビン１６の孔１７ａおよびコイルボビン
１２ｂの孔１２ｄに挿入する共に、コア２４ｂのコア足部２４ｆ，２４ｈ，２４ｇのそれ
ぞれをコイルボビン１２ａの孔１２ｄ、中間ボビン１６の孔１７ａおよびコイルボビン１
２ｂの孔１２ｄに挿入する形で、コア２４ａとコア２４ｂを突き合わすことにより形成さ
れている。コア２４ａの端コア部２４ｄ，２４ｅの先端の端面は、コア２４ｂの端コア部
２４ｄ，２４ｅの先端の端面と互いにボビン体３５の外側で当接している。また、コア２
４ａのコア足部２４ｆ，２４ｈ，２４ｇのそれぞれの先端の端面は、コア２４ｂのコア足
部２４ｆ，２４ｈ，２４ｇのそれぞれの先端の端面とコイルボビン１２ａの孔１２ｄ、中
間ボビン１６の孔１７ａおよびコイルボビン１２ｂの孔１２ｄの内部で互いに当接してい
る。互いに当接しているコア２４ａ，２４ｂの端コア部２４ｄ，２４ｅおよびコア足部２
４ｆ，２４ｈ，２４ｇの先端の端面同士は接着剤で固定されている。このようにして形成
されたコア部材２４は、各コイルボビン１２ａ，１２ｂ，１６を結ぶ閉磁路を形成してい
る。コア部材２４が配置されることにより、インバータトランス１０では、１次巻線に入
力された電圧が、２次巻線に誘起し、１次巻線と２次巻線との間で電磁結合がなされる。
さらに、各コイルボビン１２ａ，１２ｂ，１６間に形成された閉磁路により、コイルボビ
ン１２ａ，１２ｂに巻回された１次巻線および２次巻線によって発生した磁束は、コア部
材２４の閉磁路内に磁路を形成する。そのため、１次巻線および２次巻線によって発生し
た磁束がインバータトランス１０の外側に漏れることを防止することができる。
【００２９】
　次に、インバータトランス１０の製造方法について説明する。
【００３０】
　まず、コイルボビン１２ａ，１２ｂの翼部１３ａ，１３ａに４つずつ形成された合計８
つの端子溝１３ｆの端子孔１４ａに、Ｌ字型をした端子３１のＬ字の一方を差し込む。ま
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た、コイルボビン１２ａ，１２ｂの翼部１３ｂ，１３ｂに２つずつ形成された合計４つの
端子溝部１３ｋの端子孔１４ｂにＬ字型をした端子３２のＬ字の一方を差し込む。このよ
うに、端子３１，３２が端子孔１４ａ，１４ｂに差し込まれた状態では、翼部１３ａ，１
３ｂの一端側および実装面側に向かって端子３１，３２が突出している状態となる。
【００３１】
　次に、１次巻線および２次巻線をコイルボビン１２ａ，１２ｂのそれぞれの１次側巻回
部１２ｊおよび２次側巻回部１２ｋに巻回する。１次巻線のコイルボビン１２ａ，１２ｂ
への巻回に関しては、その一方の端末を、各ボビン１２ａ，１２ｂに差し込まれた４つの
端子３１のうちの１つに絡げ、他方の端末を案内溝１３ｈ、溝部１２ｉを通して、１次側
巻回部１２ｊに導く。そして、１次巻線を１次側巻回部１２ｊに巻回し、他方の端末を溝
部１２ｉ、案内溝１３ｈを通して、端子３１に導き、当該端末を残りの３つの端子３１の
うちの１つに絡げる。以上のようにして、１次巻線がコイルボビン１２ａ，１２ｂに巻回
される。
【００３２】
　２次巻線のコイルボビン１２ａ，１２ｂへの巻回に関しては、その一方の端末を、各ボ
ビン１２ａ，１２ｂに差し込まれた２つの端子３２の一方に絡げ、２次巻線を溝部１３ｕ
、テーパ部１３ｖを通して、２次側巻回部１２ｋに導く。そして、２次巻線を２次側巻回
部１２ｋの他端側に最も近い分割領域に巻回する。そして、他端側に最も近い分割領域に
巻回された２次巻線を溝部１２ｕに通すことで、当該分割領域と隣接する分割領域に移動
させて、当該隣接する分割領域に２次巻線を巻回する。このようにして２次巻線を、他端
側から一端側に向かって各分割領域に順次巻回する。そして、２次巻線を分割領域の一端
側に最も近い部分に巻回した後、他方の端末を、一端側切欠部１２ｗ、切欠部１２ｖ、切
欠部１３ｑを通して、端子３２の他方に導き、当該端子３２の他方に絡げる。なお、同相
、逆相とするために、これとは２次巻線の巻始めと巻き終わりを逆にする場合には、端末
３２の他方に絡げられた一方の端末を、切欠部１３ｑから２次側巻回部１２ｋに導き、２
次巻線を、他端側から一端側に向かって各分割領域に順次巻回した後、他方の端末を、一
端側切欠部１２ｗ、切欠部１２ｖおよび溝部１３ｕを通して端子３２の一方に導き、当該
端子３２の一方に絡げるようにする。
【００３３】
　次に、１次巻線と２次巻線が巻回されたコイルボビン１２ａ，１２ｂにより中間ボビン
１６を狭持するように配置させ、コイルボビン１２ａ，１２ｂの翼部１３ｂに形成された
鍔１３ｒのそれぞれを、中間ボビン１６の翼部１８の両側面に形成された長手切欠部１８
ｂに嵌め込む。このようにして、コイルボビン１２ａ，１２ｂを中間ボビン１６に固定す
ることで、ボビン体３５を形成する。
【００３４】
　ボビン体３５を形成した後、コア部材２４を構成するコア２４ａのコア足部２４ｆ，２
４ｈ，２４ｇのそれぞれをコイルボビン１２ａの孔１２ｄ、中間ボビン１６の孔１７ａお
よびコイルボビン１２ｂの孔１２ｄに挿入させる共に、コア２４ｂのコア足部２４ｆ，２
４ｈ，２４ｇのそれぞれをコイルボビン１２ａの孔１２ｄ、中間ボビン１６の孔１７ａお
よびコイルボビン１２ｂの孔１２ｄに挿入させてコア２４ａとコア２４ｂをボビン体３５
の両側から突き合わせる。そして、互いに突き合わされたコア２４ａ，２４ｂの端コア部
２４ｄ，２４ｅおよびコア足部２４ｆ，２４ｈ，２４ｇの先端の端面を接着剤で固定する
。以上のようにして、インバータトランス１０は製造される。
【００３５】
　以上のように構成されたインバータトランス１０では、コア部材２４は、ボビン体３５
を構成するそれぞれのボビン１２ａ，１２ｂ，１６を結ぶ閉磁路を形成している。したが
って、１次巻線と２次巻線により発生した磁束は上記閉磁路内に磁路を形成する。このた
め、インバータトランス１０から外部に磁束が漏れるのを防止することができる。したが
って、当該インバータトランス１０が組み込まれた液晶ディスプレイ等の各種電気機器に
、ノイズや渦電流が発生するのを防止することが可能となる。また、インバータトランス
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１０において、コア足部２４ｈ，２４ｈを囲むように中間ボビン１６が配置されているた
め、当接しているコア足部２４ｈ，２４ｈの間にギャップを形成させてリーケージ式のイ
ンバータトランスとした場合でも、ギャップから漏れる磁束を中間ボビン１６によってシ
ールドすることが可能となる。
【００３６】
　また、インバータトランス１０では、コイルボビン１２ａ，１２ｂの２次側巻回部１２
ｋには、巻回鍔１２ｎ，１２ｓがコイルボビン１２ａ，１２ｂの長手方向に沿って並ぶよ
うに設けられている。このため、分割領域内に２次巻線を順次巻回することで、当該２次
巻線をコイルボビン１２ａ，１２ｂの他端側から一端側に向かって巻回することが可能と
なる。したがって、２次巻線をコイルボビンを往復させて巻回する必要がなくなり、電位
差が最も大きくなる巻き始めの巻線の端末と巻き終わりの巻線の端末とが接触することを
防止できる。このため、２次巻線の端末同士が絶縁破壊を引き起こし、その結果、当該端
末同士がショートすることを防止できる。
【００３７】
　また、インバータトランス１０では、巻回鍔１２ｓにおけるＵ字の２つの角部にはそれ
ぞれ切り欠きである切欠部１２ｖが形成され、当該切欠部１２ｖのうち最も一端側に近い
位置に形成されている巻回鍔１２ｓには、他の切欠部１２ｖと比較して上方に位置するま
で切り欠かれている一端側切欠部１２ｗが形成されている。このため、２次側巻回部１２
ｋに巻回された２次巻線の端末を翼部１３ｂに設けられた端子３２に確実に導くことが可
能となる。また、一端側切欠部１２ｗが、他の切欠部１２ｖと比較して上方に位置するま
で切り欠かれているため、２次巻線の端末に大きなテンションをかけることなく、当該端
末を端子３２に絡げることが可能となる。そのため、２次巻線の端末が断線するのを防止
できる。また、切欠部１２ｖおよび一端側切欠部１２ｗは、巻回鍔１２ｓの左右両側に形
成されているため、２次巻線の巻き始めを、翼部１３ｂに設けられた２つの端子３２のど
ちらからでも行うことが可能となる。
【００３８】
　以上、本発明の一実施の形態について説明したが、本発明はこれ以外にも種々変形可能
となっている。以下、それについて述べる。
【００３９】
　上述の実施の形態では、インバータトランス１０に使用されているコイルボビン１２ａ
，１２ｂは２つとされているが、２つに限ることなく、３つ以上として、１入力他出力の
インバータトランスとしても良い。また、コイルボビン１２ａ，１２ｂの数を１つとして
も良い。また、コイルボビン１２ａ，１２ｂはそれぞれ別部材として形成されているが、
それらを一体的に形成するようにしても良い。
【００４０】
　また、上述の実施の形態では、翼部３１ａに設けられている端子３１の数は４つとされ
ているが、これに限らず、３つ以下としても良いし、５つ以上としても良い。端子３１の
数を５つ以上とした場合、再度１次側に帰還させるための帰還巻線を端子３１に巻回する
ことが可能となる。
【００４１】
　また、上述の実施の形態では、コア部材２４は、コの字状のコアに３つのコア足部２４
ｆ，２４ｇ，２４ｈが設けられている、２つのコア部材２４ａ，２４ｂから構成されてい
るが、これに限らず、コの字状のコアに３つのコア足部が設けられているコアと、Ｉ型コ
アとによってコア部材２４を構成するようにしても良い。また、コア２４ａ，２４ｂに設
けられている端コア部２４ｄ，２４ｅおよびコア足部２４ｆ，２４ｇ，２４ｈのそれぞれ
の長さを異なる長さとするようにしても良い。
【００４２】
　また、上述の実施の形態では、巻回鍔１２ｎ，１２ｓはそれぞれ５つずつ設けられてい
るが、これに限ることなく、それぞれの数を４つ以下としても良いし、６つ以上としても
良い。
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【００４３】
　また、上述の実施の形態では、筒状部１２ｃの形状は、断面が略正方形の筒状体として
いるが、これに限ることなく、断面が長方形、円形または楕円形の筒状体としても良い。
【００４４】
　また、上述の実施の形態では、インバータトランス１０の基板に実装されない面は部材
によって覆われていないが、図１０に示すように、コア部材の高さを高くして、フェライ
ト等の磁性材による板４０により、インバータトランス１０の実装されない面を完全に覆
うようにしても良い。このようにすることにより、インバータトランス１０からの外部へ
の磁束の漏れをより確実に防止することができる。
【００４５】
　また、上述の実施の形態では、端子３１，３２の形状は共に、Ｌ字型となっているが、
これに限らず、いかり型、またはＵ字型等の他の形状の端子としても良い。このようにす
ることにより、巻線の端末の抜け落ちを防止することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明のインバータトランスは、液晶テレビやパーソナルコンピュータ等に使用される
各種液晶表示パネルにおけるバックライトにおいて利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施の形態に係るインバータトランスの斜視図であり、基板に実装さ
れない面を上方にした状態を示す図である。
【図２】図１のインバータトランスの平面図である。
【図３】図１のインバータトランスを基板に実装される面から見た斜視図である。
【図４】図１のインバータトランスの底面図である。
【図５】図１のインバータトランスの右側面図である。
【図６】図１のインバータトランスの背面図である。
【図７】図１中のインバータトランスにおいて用いられるコイルボビンの一方を右側から
見た斜視図である。
【図８】図１中のインバータトランスにおいて用いられるコイルボビンの一方を左側から
見た斜視図である。
【図９】図１中のインバータトランスにおいて用いられる中間ボビンを右側から見た斜視
図である。
【図１０】本発明に係るインバータトランスの変形例を示す斜視図であり、基板に実装さ
れない面を上方にした状態を示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１０…インバータトランス
　１２ａ，１２ｂ…コイルボビン
　１２ｎ，１２ｓ…巻回鍔
　１２ｖ…切欠部（切り欠き）
　１２ｗ…一端側切欠部（切り欠き）
　１６…中間ボビン
　２４…コア部材
　２４ａ，２４ｂ…コア
　２４ｄ，２４ｅ…端コア部
　２４ｆ，２４ｇ，２４ｈ…コア足部（コア足）
　３１，３２…端子
　３５…ボビン体
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